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 関市農業委員会総会議事録 

場所：関市役所 大会議室 

○議事日程 

平成２４年５月７日（月曜日）午後４時 開議 

（１）議事録署名委員の指名 

（２）議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

（３）議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する意見について 

（４）議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

（５）議案第４号 事業計画変更申請に対する意見について 

（６）議案第５号 農地の買受適格者証明について 

（７）議案第６号 農用地利用集積計画の承認について 

○出席委員（３４名） 

１番 内藤 雅夫 君   ２番 大竹  誠 君   ３番 東山 武司 君 

４番 粟倉 秀夫 君   ５番 小川 亮二 君   ６番 深川 俊朗 君 

７番 加藤  徹 君   ８番 大澤 慶一 君   ９番 沼田 久男 君 

１０番 天野 邦男 君  １１番 兼村 正美 君   １２番 石木 治男 君  

１３番 篠田 権三 君  １４番 村井 雅之 君    １５番 山田 公平 君 

１６番 山本  武 君  １７番 足立 孝弘 君  １８番 中村 睦明 君 

 １９番 美濃羽 久 君  ２０番 鈴木 和道 君  ２１番 土屋 尊史 君 

 ２２番 土屋 顯弘 君  ２３番 丹羽 喜和 君  ２４番 相宮 千秋 君 

 ２５番 永井 博光 君  ２６番 野村  茂 君  ２８番 長屋  芳成 君 

２９番 日置   香  君  ３０番 藤川   勝 君  ３１番 村上 忠一 君 

３２番 道家  守 君  ３３番 川村 信子 君  ３５番 岩田 幸子  君 

３６番 太田 博勝 君 

○欠席委員（２名） 

２７番 林  修美 君  ３４番 長尾 初恵 君 

○委員以外の出席者 

経済部長             坂井 一弘 君 

農業委員会事務局長        玉田 和久 君 

農業委員会事務局課長補佐     渡辺  悟 君 

農業委員会事務局係長       津谷 和子 君 

農業委員会事務局主査       古田 考幸 君 

農務課課長補佐          波多野 一人 君 

板取事務所産業建設係主任主査   長屋 一也 君 

武芸川事務所産業建設係主任主査  永井 治美 君 

武儀事務所産業建設係課長補佐   川島 友教 君 

上之保事務所産業建設係課長補佐  土屋 一夫 君 

洞戸事務所産業建設係主任主査   河村  茂 君 
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午後４時００分 開会 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） それでは、皆様こんにちは。これから農業委員会総会を始め

させていただきます。まず、最初に関市民憲章のご唱和をお願いしますのでご起立ください。 

（市民憲章を唱和） 

どうもありがとうございました。ご着席ください。それでは、はじめに深川俊朗会長からごあ

いさつをお願いします。 

○議長（深川俊朗君） 長かった寒かった冬も終わり、桜の満開も終わりました。その中でちょ

うど今野山の青葉が茂りつつある農繁期の真っただ中のお忙しい中にも関わらず、本日の総会に

ご出席いただきましたことを厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。会が始まる前に

部長よりごあいさつをいただきまして始めたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○経済部長（坂井一弘君） 改めまして、皆様こんにちは。大変お忙しい時に農業委員会総会に

お集まりいただきまして心から感謝を申し上げたいと思います。皆様御承知の通り、農業委員を

２７年、会長を１５年、という長きにわたる功績が認められ、深川会長が２４年春の变勲候補者

として旭日単光章を受章されることとなりました。６月５日には農林水産省におきまして、伝達

式が行われると伺っております。私たちにとりましても大変喜ばしいことで、心からお祝いを申

し上げさせていただきたいと思います。本当におめでとうございます。これからもまだまだご活

躍いただけると思っておりますし、皆様方にもいろいろなことで支えていただきたいと思います。 

 今日は議案の審議をお願いいたしまして、私どもの方から簡単ではございますけれどもごあい

さつとさせていただきます。本日は誠にありがとうございます。 

○議長（深川俊朗君） 僭越ではございますが、今、部長からお話がありましたが、私が受章にな

ったということは取りも直さず過去の農業委員の皆様方の温かいご支援があった賜物と深く感謝し

ております。ありがとうございました。それでは議案に従いまして総会を進めてまいりたいと思い

ます。今日は追加議案が一件ございますが、後ほど事務局の方から説明していただきますのでよろ

しくお願い申し上げます。 

ただ今から、関市農業委員会総会を開催します。本日は、２７番 林 修美委員、３４番 長尾

初恵委員が欠席ですが、会議規則第８条により委員の過半数の出席により総会が成立しました。 

 次に、議事録署名委員の指名を行います。 

 ２３番 丹羽喜和委員、２４番 相宮千秋委員のお二人にお願いします。 

 それでは、議案の審議に入ります。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請につきまして事務局からの説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、

農地法第３条の規定により下記農地の申請があったので審議を求めます。 

１番の案件は、位置図は１ページになります。 

所有権移転で、申請地は、西田原地内､「㈲ふる里農園 美の関」の北１００ｍほどに位置する

畑、２，４６９㎡です。 

申請人は親子で、譲渡人は息子夫婦に申請地を譲り、農業耕作を継続発展させ、農業経営基盤

の安定拡充を図りたいというものです。 

４月１７日に現地確認をし、畑で農地性有りと確認しました。 

２番の案件は、位置図は２ページになります。 

所有権移転で、申請地は、武儀町富之保地内､㈲加藤ゴムの南２５０ｍほどに位置する農振農



－3－ 

用地の田２筆、計４０８㎡です。 

譲渡人は高齢となり、農地管理が十分できないため、譲受人である親族へ農業経営を移譲した

いというものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性有りと確認しました。 

３番の案件は、位置図は３ページになります。 

所有権移転で、申請地は、武芸川町小知野地内､小知野公民館の北東２５０ｍほどに位置する

農振農用地の畑１８８㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、農業経営の拡大をしたいというもの。譲渡人は、遠距離のため

管理ができないので、譲り渡したいというものです。 

４月１７日に現地確認をし、畑で農地性有りと確認しました。 

４番の案件は、位置図は４ページになります。 

所有権移転で、申請地は、武芸川町跡部地内､㈱ワールドボディー武芸川工場の北西５０mほど

に位置する市道沿いの農振農用地の畑と、跡部公民館の西北西２５０ｍほどに位置する農振農用

地の田、計２筆、３９２㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、農業経営の拡大をしたいというもの。譲渡人は、人手不足によ

り耕作困難で、譲り渡すというものです。 

４月１７日に現地確認をし、農地性有りと確認しました。 

以上、所有権移転に関するもの４件につきまして、農地法第３条第２項各号に該当しないため、

許可要件のすべてを満たしていると考えます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○４番（粟倉秀夫君） １番について異議ありません。 

○２２番（土屋顯弘君） ２番について異議ありません。 

○２４番（相宮千秋君） ３番について異議ありません。 

○２５番（永井博光君） ４番について異議ありません。 

○議長（深川俊朗君） これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第１号について、原案のとおり許可

することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第１号の４件を原案のとおり許可することといたします。 

続きまして、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する意見について事務局の

説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する意見につ

いて、農地法第４条の規定により下記農地の申請があったので意見を求めます。 

１番の案件は、位置図は５ページになります。申請地は、下有知地内、㈱トヨトモの北５０ｍほ

どに位置する田７８㎡です。 

申請地は、隣接地の宅地造成により田として耕作することが困難であるため、一時転用による農

地の嵩上げを行い畑地として耕作したいというものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

一時転用の期間は､許可日から 1 カ月としています。 
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以上１件について、ご審議をお願いいたします。 

○議長（深川俊朗君） ありがとうございました。事務局の説明が終わりましたので、担当委員

のご意見を承ります。 

○１０番（天野邦男君） １番について異議ありません。 

○議長（深川俊朗君） これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第２号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第２号の１件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

続きまして、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について事務局か

らの説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意

見について、農地法第５条により下記農地の申請があったので意見を求めます。 

１番の案件は、位置図は６ページになります。 

所有権移転で、申請地は、豊岡町１丁目地内、桜ケ丘公民センターの北西１５０ｍほどに位置

する、市道沿いの田、３４３㎡です。 

譲受人は、不動産業を営んでおり、申請地を譲り受け宅地として分譲したいというもの。譲渡

人は、近隣の住宅化により、農薬散布に支障をきたし、農地として維持することが困難なため、

譲受人の申し出に応じたものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

また、隣接農地の隣地承諾書の添付があります。 

なお、農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため、第３種農地と判断されます。 

２番の案件は、位置図は７ページになります。 

使用貸借権の設定で、申請地は、鋳物師屋３丁目地内、桜ケ丘ふれあいセンターの北西１００

ｍほどに位置する市道沿いの畑、５７５㎡のうちの２３２．４４㎡です。 

地積測量図の添付が有ります。 

借受人は、現在、借家住まいで住居が手狭になったため、自己のための住宅を建築したいとい

うもの。貸付人である祖父は、孫の申し出に応じ、自宅に隣接する申請地の一部を貸し付けるも

のです。 

４月１７日に現地確認をし、畑で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため、第３種農地と判断されます。 

使用貸借の期間は、２０年間としています。 

３番の案件は、位置図は８ページになります。 

所有権移転で、申請地は、肥田瀬地内、富岡公民センターの北５０ｍほどに位置する、市道沿

いの田、５７㎡です。 

譲受人は、申請地に接続する北側に居住しており、建物が敷地一杯に建っているため、申請地

を物置・通路敷地としたいというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応じ、申請地を譲り渡すも

のです。 

４月１７日に現地確認をし、宅地の状況であったため、始末書の添付があります。 
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なお、農地の区分は、宅地化の状況から、街区に占める宅地割合が４０％を超えるため、第３

種農地と判断されます。 

４番の案件は、位置図は９ページになります。 

使用貸借権の設定で、申請地は、志津野地内、小坂集会所の北西５０ｍほどに位置する、市道

沿いの田、３９８㎡です。 

申請人は、親子で、使用借人は、申請地の近くで父と同居しているが、手狭になっているため、

申請地を無償で借り受け、住宅と駐車場を建築したいというもの。貸付人である父は、子の申し

出に応じ、申請地を貸し付けるものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、宅地化の状況から、街区に占める宅地割合が４０％を超えるため、第３

種農地と判断されます。 

使用貸借の期間は、３０年間としています。 

５番の案件は、位置図は１０ページになります。 

賃貸借権の設定で 申請地は、小野地内、中部電力㈱北部変電所の北東１００ｍほどに位置す

る、市道沿いの田１０筆、計１３，１７２㎡です。 

賃借人は、申請地を借り受けて公共工事で出た残土を搬入して農地の嵩上げをしたいというも

の。賃借人は、計６名で賃貸人の要望に応じたものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

また、隣接農地の隣地承諾書の添付があります。 

一時転用の期間は、２年間としています。 

６番の案件 位置図は（別紙の）６ページになります。 

所有権移転で、申請地は、明生町１丁目地内、桜ケ丘郵便局の西２００ｍほどに位置する、市

道沿いの畑、４１０㎡のうち２０５㎡です。 

地積測量図の添付が有ります。 

譲渡人は、永年耕作を続けてきたが、近隣の住宅化で農薬散布に支障をきたしているもの。譲

渡人は、譲受人の一般個人住宅敷地として利用したいとの申し出に応じたものです。 

４月１７日に現地確認をし、畑で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため、第３種農地と判断されます。 

７番の案件は、位置図は１１ページになります。 

所有権移転で、申請地は、下有知地内、トヨタカローラ岐阜㈱関支店の西１００ｍほどに位置

する、市道沿いの田、１，９４５㎡のうち１，５０３．８９㎡です。 

地積測量図の添付が有ります。 

譲受人は、申請地付近の宅地化が進み、住宅の需要が多く見込めるため、建売分譲用住宅敷地

として、申請地を譲り受け、その用に供したいというもの。譲渡人は、事業資金が必要であり、

譲受人の申し出に応じたものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、宅地化の状況から、街区に占める宅地割合が４０％を超えるため、第３

種農地と判断されます。 

８番の案件は、位置図は１２ページになります。 

所有権移転で、申請地は、下有知地内、ＪＡめぐみの本店の西２００ｍほどに位置する、県道
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沿いの田、計２筆、３６０㎡です。 

申請者は、貸駐車場の目的で農地法第５条第1項目的の買受適格証明を受け、競売開始決定に

より入札に付された本申請地を落札したものです。 

９番の案件は、位置図は１３ページになります。 

使用貸借権の設定で、申請地は、東本郷通４丁目地内、東本郷公園の西１００ｍほどに位置す

る、市道沿いの田、計２筆、７９８㎡のうち３６１．３４㎡です。 

地積測量図の添付が有ります。 

借受人は、現在、アパートに居住しているが、家族が増え住居が手狭になったため、申請地を

借り受けて自己のための住宅を建築したいというもの。貸付人は、高齢となり耕作が困難なため、

使用借人の要望に応じ、申請地を貸すものです。 

４月１７日に現地確認をし、田で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため、第３種農地と判断されます。 

使用貸借の期間は、３０年間としています。  

１０番の案件は、位置図は１４ページになります。 

所有権移転で、申請地は、小瀬地内、三洋堂書店の南西１５０ｍほどに位置する、市道沿いの

畑で、２１２㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、自己のための住宅を建築したいというもの。譲渡人は、申請地

を畑として耕作してきたが、農地として維持することが困難なため、譲受人の申し出に応じ、申

請地を譲り渡すものです。 

４月１７日に現地確認をし、畑で農地性ありと確認しました。 

なお、農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため、第３種農地と判断されます。 

１１番の案件は、位置図は１５ページになります。 

使用貸借権の設定で、申請地は、上之保地内、岐阜バス川合車庫の北１００ｍほどに位置する

畑、計２筆、４７１㎡です。 

申請人は親子で、借受人である息子は、同居しているが、結婚を控え、隣接の申請地を借り受

けて、住宅を建築したいというもの。貸付人である父は、息子の申し出に応じ、申請地を貸し付

けるものです。 

４月１７日に現地確認をし、畑の一部が宅地の状況であったため、始末書の添付があります。

また、隣接農地の隣地承諾書の添付があります。 

なお、農地の区分は、宅地化の状況から、街区に占める宅地割合が４０％を超えるため、第３

種農地と判断されます。 

使用貸借の期間は、２０年間としています。 

１２番の案件は、位置図は１７ページになります。 

所有権移転で、申請地は富之保地内、㈲加藤ゴムの南２００ｍほどに位置する畑、１４８㎡で

す。 

譲渡人が高齢になり、子供がいないため、農地の管理ができないので申請地を売却するもの。

譲受人は、申し出に応じ、申請地を買い受け杉を植林するものです。 

４月１７日に現地確認をし、山林の状況であったため、始末書の添付があります。 

なお、農地の区分は、周辺に代替地がなく、第2種農地以外のいずれにも該当しないため、第

２種農地と判断されます。 
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１３番の案件は、位置図は１６ページになります。 

所有権移転で、申請地は洞戸菅谷地内、下菅谷バス停の北西１００ｍほどに位置する市道沿い

の畑、２０４㎡です。 

譲受人は、現在、借家住まいで住居が手狭になったため、申請地を譲り受けて自己のための住

宅を建築したいというもの。譲渡人は、娘夫婦である譲受人の申し出に応じ、申請地を譲り渡す

ものです。 

４月１７日に現地確認をし、雑種地の状況であったため、始末書の添付があります。 

なお、農地の区分は、宅地化の状況から、街区に占める宅地割合が４０％を超えるため、第３

種農地と判断されます。 

以上、所有権移転に関するもの８件、使用貸借権の設定に関するもの５件、計１３件につきま

して、ご審議をお願いいたします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○１番（内藤雅夫君） １、２番について異議ありません。 

○２番（大竹 誠君） ３番について異議ありません。 

○６番（深川俊朗君） ４番、５番について異議ありません。 

○７番（加藤 徹君） ６番について異議ありません。 

○８番（大澤慶一君） ７番、８番について異議ありません。 

○１１番（兼村正美君） ９番について異議ありません。 

○１６番（山本 武君） １０番について異議ありません。 

○２１番（土屋尊史君） １１番について異議ありません。 

○２２番（土屋顯弘君） １２番について異議ありません。 

○２６番（野村 茂君） １３番については、担当委員の２７番の林修美君が欠席ですが、異議

ない旨報告がありました。 

○議長（深川俊朗君） これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第３号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第３号は所有権移転に関するもの８件、使用貸借権の設定に関するもの５件、

計１３件を岐阜県知事に進達することといたします。 

 続きまして、議案第４号、事業計画変更申請に対する意見につきまして、事務局からの説明を求

めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第４号 事業計画変更申請に対する意見について、農地

転用許可後の事業計画申請があったので意見を求めます。 

１番の案件は、位置図は、１８ページになります。 

所有権移転で、申請地は、下有知地内、㈲長良観光バス観光センターの北５０ｍほどに位置する、

田、７１５㎡です。 

当初事業計画者は、平成２２年１２月に転用許可により、貸店舗を建設する計画で土地を購入し

ました。しかし貸店舗の入居希望者が現れず、建設を断念していたが、介護施設をつくる計画で土

地を探していた継承者に譲り渡すこととしたものです。 
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４月１７日に現地確認をし、事業の途中であり雑種地の状況でありました。 

２番の案件は、位置図は１９ページになります。 

所有権移転で、申請地は、武芸川町八幡地内、武芸川幼稚園の南西２０ｍほどに位置する、登記

地目、畑、現況宅地、３４３㎡です。 

当初事業計画者は、平成１６年５月に転用許可により、通路・駐車場・庭とする計画でしたが、

経済的事情で遂行できず、計画変更申請者の買い戻しの要望を承諾しました。計画変更申請者は、

住宅を購入したが、通路・駐車場・庭が少なく、隣接の申請地を譲り受けることとしたものです。 

４月１７日に現地確認をし、宅地の状況であったため、始末書の添付があります。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので担当委員の意見をお聞きします。 

○１０番（天野邦男君） １番について異議ありません。 

○２４番（相宮千秋君） ２番について異議ありません。 

これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第４号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第４号 事業計画変更に対する意見につきましては、それぞれ２件を原案のと

おり岐阜県知事に進達することといたします。 

続きまして、議案第５号 農地の買受適格証明に対する意見につきまして、事務局からの説明

を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第５号 農地の買受適格証明に対する意見について、民

事執行規則第３３条の規定に基づき、下記農地の買受適格証明願いがあったので意見を求めます。 

１番の案件は、位置図は、２０ページになります。 

申請地は、下有知地内、三菱自動車販売関店の７０ｍほど北に位置する、市道の拡幅用地沿いの

田、５２０㎡です。 

申請人は、不動産業を営んでおり、申請地を貸駐車場として利用したいという理由から、競売地

を取得したいというものです。 

競売の入札期間は、平成２４年５月８日から５月１５日までです。 

４月１７日に現地確認をし、雑種地の状況でした。 

なお、農地の区分は、申請地から３００ｍ以内に鉄道の駅(関市役所前）があるため、第３種農地

と判断されます。 

２番の案件は、位置図は、２１ページになります。 

申請地は、下有知地内、三菱自動車販売関店の７０ｍほど北に位置する、市道の拡幅用地沿いの

田、５２０㎡です。 

申請人は、土木建築業を営んでおり、申請地に支店を開設して利用したいという理由から、競売

地を取得したいというものです。 

競売の入札期間は、平成２４年５月８日から５月１５日までです。 

４月１７日に現地確認をし、雑種地の状況でした。 

なお、農地の区分は、申請地から３００ｍ以内に鉄道の駅(関市役所前）があるため、第３種農地
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と判断されます。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のあ

る方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですのでこれより採決いたします。議案第５号について、原案のとおり岐阜県

知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第５号を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

次に、議案第６号 農用地利用集積計画の承認につきまして、事務局からの説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 議案第６号 農用地利用集積計画の承認について、関市長よ

り、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画の承認を求めら

れたので意見を求めます。 

賃貸借権の設定に関するもの３６件、使用貸借権の設定に関するもの１件の、計３７件について、

承認を求められています。３２件が再設定で、７件が新規で農業経営基盤強化促進法第１８条第３

項の各要件を満たしていると考えます。 

地目は、田が８４筆で、計１００，４４６㎡です。 

地区は、小屋名、上白金、小瀬、倉知、下有知、武芸川町（跡部）の６地区です。 

設定を受ける者は、(有)むげがわ農産 他３人です。よろしくご審議お願いします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のあ

る方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第６号について、原案のとおり承認

することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

 それでは、議案第６号を原案のとおり承認することといたします。 

最後になりますが、報告第１号ということで事務局からの説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君）報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届出について、農

地法第１８条第６項の規定により、下記の届出について受理したことを報告します。 

１番の案件（借人 粟倉誠治 ）は、農振農用地外の畑 １筆、２，４６９㎡です。 

合意解約日は、平成２３年１２月１５日、土地引渡日は、平成２３年１２月１５日です。 

２番から３番の案件（借人 三輪 進）は、農振農用地内の田、２筆、２，８９５㎡です。 

合意解約日は、平成２４年４月２日、土地引渡日は、平成２４年４月２日です。 

以上、合意解約につきまして、報告いたします。 

○議長（深川俊朗君） 事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のあ

る方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

質疑もないようですので、報告第１号については報告案件ですのでよろしくお願いいたします。 

 追加議案が１件あります。農業経営基盤強化促進法に基づく特定農用地利用規定の変更の認定

に対する意見につきまして、事務局からの説明を求めます。 
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○事務局課長補佐（渡辺 悟君） それでは、農務課波多野課長補佐の方から説明いたしますの

でよろしくお願いします。 

○農務課課長補佐（波多野一人君） それでは、追加議案の説明をさせていただきます。今回の

追加議案に上程されました背景について、少し説明させていただきます。 

現在、関市の武芸川町平地区では、地域の農業振興を図るため、農用地の有効利用と農業経営

の改善を促進することを目的に「平地区特定農用地利用規定」という規定が定められています。

この規定は、平地区の農家の３分の２以上の農家が構成員となりました「平地区農用地利用組合」

が設定されたもので、定められている内容は、農用地の効率的かつ総合的な利用を図るための措

置に関する基本的な事項、農用地利用改善事業の実施区域、あるいは、特定農業法人に対する農

用地の利用の集積目標、その他農用地利用関係の改善に関する事項などが定められております。 

具体的にみてみますと、第１１条に農用地の利用関係の改善と題しまして、農業経営の意向か

らみて、耕作放棄、荒しづくり等の農用地の増加、及び第三者経営移譲を希望する者が増加する

ことを踏まえて、次に定める特定農業法人が地区内の農用地について有効利用を図るため、第１

３条に定める目標に向けて農用地の利用集積を行うものとすると規定されております。 

第１２条では、特定農業法人を有限会社むげがわ農産として定められています。第１３条では

平地区の農用地の内、むげがわ農産が利用集積する目標面積ということで定められています。こ

の規定の有効期間は、認定を受けた日から起算して５年間であります。 

今回、前回認定を受けてから５年が経過したということと、１３条の農地集積の目標面積を現

行の面積に照らし合わせて変更したいということで、平成２４年４月６日付けで平地区農用地利

用組合から関市長に対して変更の申請が提出されましたので、今回、農業委員会の皆様のご意見

を頂いて変更承認をしていきたいと思います。 

それではまず、新旧対照表をご覧ください。これは今回変更する、第１３条の抜粋でございま

す。右側が現行の集積目標、左側が改正後の目標となっております。現在、平地区には、１６．

２ｈａの水田がございまして、むげがわ農産がその内利用権設定で８．７ｈａ、また、作業受託

で１．０ｈａの合計９．７ｈａをやっています。したがって、現行のところの（２）の現況集積

面積７．３ｈａを今後９．７ｈａに変更いたします。また、平地区の中に自家で耕作したいとい

う農家の方がございまして、その方の水田の面積を足しますと１．５ｈａになります。それで、

１６．２ｈａから１．５ｈａを除いた１４．７ｈａを最終的な集積目標と変更しました。改正後

の（１）の総集積目標面積になります。１４．７ｈａから現況集積面積の９．７ｈａを引き算し

ますと（３）の集積目標面積が５．０ｈａという数字がでます。それを今後の集積目標としまし

て、その内４．０ｈａを利用権設定、１．０ｈａを作業受託の面積としました。そして、現況集

積面積と目標面積を合計しますと、１２．７ｈａを利用権設定、２．０ｈａを作業受託するとい

うことになり、合計１４．７ｈａを総集積目標面積とする計画に変更したいということでござい

ます。今回はこの農業経営基盤強化促進法の施行規則により、農業委員会の意見を求めて変更の

事務をしていくということでございますので審議をお願いいたします。 

○議長（深川俊朗君） ありがとうございました。事務局からの説明がありましたが、いずれに

しましても、むげがわ農産の関係でこの平地区がそれぞれ農用地の利用集積をして作業効率を上

げていくというものでございますが、この関係につきまして皆様のご意見がありましたら承りた

いと思います。 

○７番（加藤 徹君）平地区は何戸くらい農家があって何を作ってみえるのですか。 



－11－ 

○議長（深川俊朗君） 説明をお願いします。 

○農務課課長補佐（波多野一人君） 平地区は２８戸の農家があります。先程申し上げましたが

１６．２ｈａの水田、畑は別でして水田だけです。むげがわ農産は土地利用型農業といいまして、

たくさん農地を借りて水田の他に転作作物として麦を作ったり大豆を作ったりされている法人

でございます。最近は新たに里芋も少し作っております。田を作るときは水稲を作り、休むとき

は小麦や大豆を作るという法人でございます。 

○７番（加藤 徹君） 専業の農家の方は何人くらいみえますか。 

○農務課課長補佐（波多野一人君） この平地区にはそういう方がいらっしゃいません。そこで

平地区の中でむげがわ農産を特定農業法人と定めまして、そちらで使ってもらうことによって農

地を有効に生かしていくという計画のものでございます。 

○７番（加藤 徹君） 地図が分からないのでどの辺りかよく分からないのですが。 

○農務課課長補佐（波多野一人君） 平地区というと、武芸川事務所の川向うの農協のライスセ

ンターの辺りです。 

○７番（加藤 徹君） むげがわ農産はここだけではないですね。 

○農務課課長補佐（波多野一人君） むげがわ農産は平地区だけではなくて、跡部の方など、武

芸川町のほとんどの地域で利用権設定をしながら拡大をしております。 

○議長（深川俊朗君） その他ご意見はございますか。平地区特定農用地利用規定の変更につき

ましては以上になりますのでよろしくお願いします。 

以上をもちまして、議案の審議はすべて終了いたしました。 

その他について、事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（渡辺 悟君） 次回の総会は、６月７日木曜日の午前１０時から市役所６階大会議

室で行う予定ですのでよろしくお願いします。それから、地域別農業委員研修会が、７月４日水曜日の

午後１時半から午後４時までわかくさ・プラザの多目的ホールで行われますので、ご出席の方よろしく

お願いしたいと思います。放送大学岐阜学習センターの公開講演会のお知らせの案内もありますので、

ご出席いただける方は申し込みの方をよろしくお願いします。これからの主な行事でございますが、５

月１７日が転用申請等受付締切日、５月１８日が転用申請等の現地確認日、５月２８日月曜日が農業会

議答申日（５月７日の総会分）でございます。以上がお知らせでございます。 

○議長（深川俊朗君） これをもちまして閉会といたします。ご苦労様でございました。 

午後４時５５分 閉会 

 


